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国民体育大会マーク

総合開会式・総合閉会式会場

大会愛称・冠称

スローガン

マスコット　「きいちゃん」

昭和２２年に国民体育大会のシンボルとして制定され、第２回大会
から使用されています。３０度右傾斜した赤色の火炎を直径の１０
分の１幅の紺青色の円帯で囲んでいます。

「紀の国」は、万葉の時代より和歌山を表す言葉として使われ、今も県民に親しまれ、
さまざまな場面で使用されている言葉です。
「紀の国」を付けた愛称が県民に親しまれるとともに、「紀の国」を全国に発信します。

活力に満ちたふるさとづくりに寄与する大会の実現を通じ、和歌山の元気・活力・躍
動感を全国にアピールするとともに、大会に参加するすべての人が躍動し、歓喜する。
そこに交流が生まれ、絆が深まるような大会を目指すことをイメージしています。

紀州犬をモチーフにした元気いっぱいのマスコット。
体の緑色のマークは、和歌山の頭文字Wと豊かな緑を表現。
生まれ育った和歌山の自然とスポーツが大好き。いろんなこと
にチャレンジして、たくさんの人と友だちになりたいと思って
います。
頑張る人を応援し、紀の国わかやま国体を盛り上げていきます。

紀三井寺公園陸上競技場（和歌山市）

 「躍動と歓喜、そして絆」
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あ い さ つ

県内各地から多くの県民の皆さんにご参加をいただき、第７０回国民体育大会「紀の国わか

やま国体」デモンストレーションスポーツとして、サーフィンが和歌山市で開催されますこと

を大変うれしく思います。

紀の国わかやま国体では、「躍動と歓喜、そして絆」のスローガンのもと、「和歌山を元気に

する国体」、「国体を契機としたスポーツの振興」、「活力に満ちたふるさとづくりに寄与する国

体」、そしていつまでも心に残るまごころのこもったおもてなしや多種多様な地域資源で温かく

お迎えする「和歌山の魅力を全国に発信する国体」という４つの基本目標を掲げ、県民挙げて

準備を進めてまいりました。

デモンストレーションスポーツは、県民の誰もが参加できるスポーツ行事として、「県民総参

加」の国体を実現するとともに、世代間や地域間の交流を深め、誰もがスポーツの楽しさを実

感し、活力に満ちたふるさとづくりとスポーツの振興を図ることを目的に、県内６市１０町で

２７行事が開催されます。

参加者の皆さんには、本県の豊かな自然の中でスポーツを実践され、体力の向上や健康の増

進を図られるとともに、本行事によって育まれた絆が生涯にわたりさらに深められることを期

待しています。

終わりに、開催にあたってご尽力いただきました関係者の皆さんに心から感謝申し上げ、あ

いさつといたします。

仁　坂　吉　伸
和歌山県知事

紀の国わかやま国体・紀の国わかやま大会
実行委員会会長
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歓 迎 の こ と ば

東日本大震災復興支援　第７０回国民体育大会「紀の国わかやま国体　デモンストレーショ

ンスポーツ　サーフィン」を、和歌山市で盛大に開催できますことは、誠に喜ばしく、和歌山

市民を代表いたしまして心から歓迎申し上げます。

大会会場である磯の浦海水浴場・サーフィン場は、関西屈指のサーフィンスポットであり、

初心者から上級者に至るすべてのサーファーに一年を通して愛されています。本大会に参加さ

れる皆様には、日頃の練習成果を如何なく発揮され、悔いの残らない熱戦を展開されますよう

期待するとともに、多くの皆様との交流を通して友情の輪を広げられ、記憶に残る素晴らしい

大会になることを願っております。

また本市は、四季折々の表情を見せてくれる和歌山城、万葉歌にも詠まれた古くからの景勝

地である和歌浦や加太など豊かな自然と歴史に恵まれたまちです。さらに、黒潮に育まれた海

の幸を始めとする旬の食材が近海から水揚げされるほか、地元では「中華そば」と呼ばれる「和

歌山ラーメンなども和歌山市を語るうえで欠かせないものであります。選手の皆様には是非こ

の機会にさまざまな「和歌山市」を感じていただければと思います。

結びに、本大会の開催にあたり、ご尽力賜りました、和歌山県サーフィン連盟をはじめ、関

係者の皆様方には心から感謝申し上げますとともに、新たな感動と喜びを分かち合えますよう

祈念いたしまして、歓迎のことばといたします。

尾　花　正　啓
和歌山市長

紀の国わかやま国体・紀の国わかやま大会
和歌山市実行委員会会長
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梅　本　利　樹
会　　長

和歌山県サーフィン連盟　

大 会 開 催 に よ せ て

日本屈指のビッグウェーブサーフィンのメッカ和歌山において、第７０回国民体育大会のデモンストレー

ションスポーツとして「サーフィン」を開催させていただけますことを心よりお礼申し上げます。

国民体育大会の公式行事として、西日本初となるサーフィン競技の開催は、サーフィンの歴史に残る最大

の名誉であり、サーフィンを愛する私たちにとって大きな喜びでございます。

会場となる磯の浦海水浴場 ･サーフィン場は、古くからサーファーたちの間で「ＩＳＯＣＯ（イソコ）」の

名で親しまれ、関西におけるサーフィンの発祥の地として、国内外から年間約４０万人の愛好者が訪れる西

日本最大の人気を誇るサーフィンエリアとなっています。また、日本におけるサーフィン大会史上、最大の

観客動員数を記録した世界選手権大会の開催地としても知られています。

ここ和歌山県は、サーフィンを楽しめる海岸がたくさんあります。

平成４年から県内各地の海岸で取り組んでいる海岸清掃ビーチクリーン活動には、毎年、県内外からたく

さんの方に参加いただき今年で２３年目を迎えます。

当活動には、平成１７年「海の日」近畿地方整備局長表彰、２０年「海の日」国土交通大臣表彰、２５年

和歌山県知事表彰と、力強いエールをお送りいただいております。これまで活動にご理解を賜り、支えてい

ただいてきた皆様には心から感謝いたします。

自然の海岸で行うサーフィンは、常に地域の方々のご理解とご協力があってこそのスポーツであります。

これからも地域の皆様に認められ、社会に貢献できる活動をサーフィンの文化として、みんなで力を合せ

取り組んで参りたいと思います。

今大会の主管をいたします私ども和歌山県サーフィン連盟は、行政をはじめ皆様方のご支援とご協力を賜

りながら、引き続き競技大会や安全教育、サーフィンを活かした観光振興など、皆様に夢や希望を与えられ

るような環境づくりに邁進し、近い将来、国民体育大会やオリンピックの正式種目として、サーフィン競技

が開催できるようサーフィンの文化発展に寄与して参る所存でございます。

本日ご参加いただく選手の方々には、この歴史ある大会の一助を担っていただき、感動をよぶ熱戦が繰り

広げられますことを心よりご期待しております。

また、大会をご観覧の皆様には、この美しい和歌山の海で、自然の醍醐味を感じるサーフィンに是非チャ

レンジしていただけますことを心よりお待ちしております。

本大会の開催にあたり、多大なご尽力を賜りました和歌山県・和歌山市の皆様及び関係者の皆様、地域住

民の皆様方に心から感謝いたします。ありがとうございます。

感謝・合掌
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競 技 会 役 員
（順不同・敬称略）

名 誉 会 長 尾 花 正 啓

会 長 梅 本 利 樹

副 会 長 岡 田 久 男 吉 増　　 健

顧 問 鶴 保 庸 介 門　　 博 文 大 江 康 弘 尾 﨑 方 哉

中 村　　 裕

参 与 杉 本 慶 蔵 藤 本 俊 平 植 田 昌 宏 世 耕 弘 成

松 井 紀 博 林　　 隆 一 山　野　麻衣子 中 村 朝 人

堀　　 良 子 西 風 章 世 園 内 浩 樹 永 野 裕 久

中 村 元 彦 浜 田 真 輔 中 谷 謙 二 丹 羽 直 子

浦 平 美 博 上 田 康 二 吉 本 昌 純 松　坂　美知子

姫 田 高 宏 中 塚　　 隆 薮　　 浩 昭 奥 山 昭 博

山 本 忠 相 井 上 直 樹 芝 本 和 己 古 川 祐 典

戸 田 正 人 南 畑 幸 代 森　下　佐知子 中 尾 友 紀

松 本 哲 郎 北 野　　 均 山 田 好 雄 野 嶋 広 子

宇治田　清　治 寒 川　　 篤 山 本 宏 一 遠　藤　富士雄

佐 伯 誠 章 室　　　みどり 中 迫　　 廣 金　子　富貴子

久　　 昭 三 東　　 俊 男 林　　 恒 男 鎌　田　多記男

片 山 博 臣 荒 竹 宏 之 木 村   哲 文 原　　 一 起

大 桑 堉 嗣 尾 崎 要 二 長 坂 隆 司 小 村 文 宏

中 井 國 雄 宇治田　栄　蔵 林　　 英 成 兼 田　　 守

米 丘　　 健 谷 口 久 雄 浦　　 純 久 志 賀 秀 生
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競 技 役 員
（順不同・敬称略）

大 会 委 員 長 岡 田 久 男

審 判 長 藤 本 俊 平

総 務 委 員 長 松 本 佳 久

大 会 委 員 鍵 岡 哲 明 木 村 恵 一 堀 口 鉉 気 角 直

赤 木 久 夫 花 谷　　 玲 寺 島 克 也 塩 谷 正 紀

千 旦 敏 隆 浅 井 孝 浩 植 田 志 月 岸 山 昌 也

安 見 浩 和 新 谷 国 夫 吉 田 哲 司 宮 崎 拓 也

逢 野 貴 広

総 務 委 員 岩 西　　 昭 入 口 博 文 板　谷　太計司 増 田 洋 士

有　井　きよ美 北 詰 剛 大 尾　高　伸一郎 浦 野 宜 郎

中 西 進 一 濱 田 浩 輔 畑 下　　 健 田 村 周 平

矢 代 美 帆 宮　井　美貴子 吉 川 聖 香

茂 原　　 治 大 石 幸 弘 堅 田 哲 也 宮 本 和 幸

杉 山 清 一 堰 本 信 子 妙 中 清 剛 竹 田 純 久

樫 畑 直 尚 津 田　　 幸 宮 﨑 孝 夫 片 岡 邦 浩

阪 井 哲 司 森 井　　 均 富 松　　 淳 川 端 康 紀

宮 原 秀 明 小 林 亮 介 山 本 彰 徳 立 本　　 治

辻　　 正 義 豊 田 勝 彦 坂 本 安 廣 尾 崎 順 一

山 崎 隆 弘 出 口 博 一 秋 月 敏 尚 南　　 秀 紀

副 委 員 長 西 端 孝 智 中 村 文 治

委 員 高 松 通 博 豊 田 忠 彦 山 本 聖 也 山 本　　 敬
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協 力 団 体
（順不同・敬称略）

海上保安庁 和歌山海上保安部 国際サーフィン連盟

公益財団法人 和歌山県水上安全協会 一般社団法人 日本サーフィン連盟

磯ノ浦管理運営委員会 一般社団法人 日本サーフィン連盟 和歌山支部

リアルビーボイス（RealBvoice） 一般社団法人 日本サーフィン連盟 大阪支部

浅井建設株式会社 一般社団法人 日本サーフィン連盟 三重支部

イオンモール和歌山 一般社団法人 日本プロサーフィン連盟

しらす創り七代目「山利」 ＮＰＯ法人 オーシャンズラブ

奈和建設株式会社 大阪ライフセービングクラブ

ＮＰＯ法人 グローバル ･スポーツ ･アライアンス 南紀自然を守る会

サーフライダー・ファウンデーション・ジャパン 関西サーファーズユニオン

［県内サーフショップ］

ブルートサーフショップ アクターサーフ

カイザースサーフショップ サーフズマ

ミルキーサーフハウス サーフメローズ

ジェネリックデザイン シージャックサーフボード

テラ コーナー・サーフスポーツ

ハウオリサーフ オオノサーフボードデザイン

シェルズサーフクラフト
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実施要項 

 
１ 期   日   平成 27 年 9 月 20 日（日）  雨天決行（荒天中止） 

※ 予備日 9 月 21 日（祝月） 予定日に波がない場合 

 受付            6 時 00 分 

          開始式           7 時 00 分 

          競技開始          8 時 00 分 

          表彰式           16 時 55 分 

    

２ 会   場   和歌山市   磯の浦海水浴場・サーフィン場 

                                        

３ 種別及び参加人員 

種 別 選 手 合 計（人）

Ａ．男子ショートボード（スペシャルクラス）     １８ 

Ｂ．男子ショートボード（オープンクラス）     １８ 

Ｃ．男子ショートボード（ビギナークラス）     ２０ 

Ｄ．女子ショートボード（オープンクラス）      ８ 

Ｅ．女子ショートボード（ビギナークラス）      ８ 

Ｆ．男子ロングボード  （オープンクラス）     ２０ 

Ｇ．男子ロングボード （ビギナークラス）     ２０ 

Ｈ．女子ロングボード （オープンクラス）      ８ 

各種目の総計で

約１２０人程度

を限度とする。

 

(1) 種別区分は、次の通りとする。 

ア Ａ．男子ショートボード（スペシャルクラス） ショートボードで試合の勝利を目指す 

イ Ｂ．男子ショートボード（オープンクラス）  ショートボードで大会にチャレンジ 

ウ Ｃ．男子ショートボード（ビギナークラス）  ショートボードで大会に初挑戦 

エ Ｄ．女子ショートボード（オープンクラス）  ショートボードで大会にチャレンジ 

オ Ｅ．女子ショートボード（ビギナークラス）  ショートボードで大会に初挑戦 

カ Ｆ．男子ロングボード （オープンクラス）  ロングボードで大会にチャレンジ 

キ Ｇ．男子ロングボード （ビギナークラス）  ロングボードで大会に初挑戦 

ク Ｈ．女子ロングボード （オープンクラス）  ロングボードで大会にチャレンジ 

(2) 応募状況により、各種別の募集人員が変更する場合がある。 

(3) 大会中、『トッププロサーファー』によるデモンストレーション演技が行われる。 

  

４ 競技上の規程及び方法 

(1) 競技規則 

ア 日本サーフィン連盟競技規定に準じて行う。 

  イ 一部、ローカルルールを適用する。 

実 施 要 項
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(2) 競技方法 

ア １試合に４～５名の選手が入水し、より形の良い大きな波でテクニックを披露し、演技

を競い合う。 

イ 競技は、トーナメント方式で行う。 

  ウ 波がなくサーフィン競技が出来ない場合は、パドルレースを行う。 

 

５ 選考方法 

参加申込み先着順とし、定員になり次第締め切る。 

 

６ 参加資格 

(1) 和歌山県に在住、在勤または在学している者とする。 

(2) 高校生以下または１８歳未満の者が参加する場合は、保護者の同意を必要とする。 

 

７ 表   彰 

(1) 各種目別上位４名に賞状を授与する。 

(2) 参加者全員に、大会参加記念章を授与する。 

 

８ 参加申込み方法 

(1) 事前に下記担当事務局に電話予約を行い、予約確定後、所定の「参加申込書」に必要事項

を記入し、平成 27 年 7 月 31 日（金）までに参加費を添え現金書留にて下記宛に送付するこ

と。 

                                              

(2) 申込期間は、平成 27 年 6 月 1 日（月）から 7 月 19 日（日）までとする。 

(3) 受付時間は、午前 10 時から午後 5 時までとする。 

(4) 申込予約連絡の際は、申込期間及び受付時間を遵守すること。 

(5) 「参加申込書」は、和歌山県サーフィン連盟ホームページ（http://wsa.e-wakayama.net/） 

でも掲載を行う。 

 

９ 参加負担金 

(1) 参加費は、各クラス一律、一人 3,500 円とする。 

(2) 参加費納付は、所定の「参加申込書」を記入･添付のうえ、現金書留にて送付すること。 

(3) 納付された参加費は、大会開催や参加の有・無にかかわらず一切返金しない。 

 

 

 

申 込 先 宛   先 部 数 

和歌山県サーフィン連盟 

大会受付担当事務局 

〒 648-0072 

和歌山県橋本市東家 3-3-24 岩西 昭 

TEL 090-5152-1543  

１部 
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10 参加上の注意 

(1) 参加者は、各自の責任において、健康管理に十分配慮の上参加すること。 

(2) 傷害保険は主催者側で一括加入し、保険料は参加負担金に含めるものとする。 

(3) 競技実施中に発生した傷害、疾病等については、主催者側で応急処置を行うが、その後の

責任は負わない。 

(4) 大会に伴う事故、損害、災害、その他不測の事態による損害については、大会主催者・後

援者・協賛者に対して、一切の請求をしないものとし、かつこれを取り消さないこと。 

(5) 参加者は、大会規則やマナーを遵守すること。 

(6) ごみの持ち帰りとビーチクリーン（海岸清掃）に協力すること。  

(7) 出場選手が未成年の場合は、保護者の同意を必要とする。  

(8) その他、参加者は主催者側で決定した事項を遵守すること。    

 

11 個人情報の取り扱いについて 

参加申込書（同意書を含む。）に記載された個人情報については、以下の紀の国わかやま国

体に関する業務に使用する。また、申込み時点で本人の同意が得られたこととする。 

(1) 紀の国わかやま国体参加意思及び参加人数の確認 

(2) 行事参加資格の確認（年齢、性別、所属、保護者の同意など） 

(3) 参加案内等の送付 

(4) 行事別プログラムの作成 

(5) 賞状等の筆耕 

(6) 行事の結果、映像、写真の記録業務への使用及び広報誌、インターネット等への掲載 

 

12 その他 

雨天決行とする。ただし、荒天等により参加者等の安全確保が難しい場合は延期又は中止と

する。 

大会開催の有無については、大会前日の正午（午前 12 時）までに「和歌山県サーフィン連盟

ホームページ（http://wsa.e-wakayama.net/）」にて情報提供を行う。 
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5:45 選手告知

6:00 選手受付・エントリー確認　（6:30〆切）

6:10 ビーチクリーン

6:40 役員・選手整列　（舞台前）

7:00 開会式　開式通告

7:01 開会宣言

7:05 開会あいさつ

7:10 歓迎のことば　（来賓祝辞）

7:30 来賓紹介

7:35 祝電紹介

7:40 選手宣誓

7:45 競技・ルールについて

7:50 開会式　閉式通告

8:00 競技開始

16:30 競技終了

16:35 ビーチクリーン

16:50 役員・選手集合　（舞台前）

16:55 閉会式　開式通告

17:00 総　　　評

17:05 成績発表・表彰

17:50 閉会あいさつ

17:55 閉会宣言

18:00 閉式通告

競　　技　　日　　程

開 会 あ い さ つ 成 績 発 表 ・ 表 彰

歓 迎 の こ と ば 閉 会 あ い さ つ

開 式 通 告 開 式 通 告

開 会 宣 言 総 評

式　　典　　次　　第

開　会　式 閉　会　式

競技・ルールについて 閉 式 通 告

閉 式 通 告

選 手 宣 誓 閉 会 宣 言

競 技 日 程

式 典 次 第
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ヒ ー ト 表
　Ａ．男子ショートボード　（スペシャルクラス）
セミファイナル（準決勝） ファイナル（決勝）

１
ヒ
ー
ト

Red 河　本　雅　至
２
ヒ
ー
ト

Red 植　田　海　志
フ
ァ
イ
ナ
ル

Red １ ヒート － １ 位
Blue 山　中　泰　輔 Blue 岩　城　　　優 Blue １ ヒート － ２ 位
Green 寺　島　真　央 Green 田　邑　星　斗 Green ２ ヒート － １ 位
White 武　田　将　幸 White 下　邨　信　二 White ２ ヒート － ２ 位
Yellow 久木山　　　泰 Yellow 木　下　泰　太

　Ｂ．男子ショートボード　（オープンクラス）
ラウンド1

１
ヒ
ー
ト

Red 河　本　宏　紀
２
ヒ
ー
ト

Red 名　手　佑　介
３
ヒ
ー
ト

Red 桐　田　大　助
４
ヒ
ー
ト

Red 北　浦　万　初
Blue 泊　里　充　浩 Blue 田　中　資　人 Blue 上　畑　和　也 Blue 寺　島　　　渉
Green 藤　岡　友　揮 Green 河　村　英　樹 Green 尾　高　伸一郎 Green 佐　藤　　　理
White 岡　村　　　健 White 大　仲　　　貴 White 田　中　　　彰 White 植　田　志　月
Yellow 田　中　康　成 Yellow 久木山　　　秀 Yellow 辻　村　達　也 Yellow 西　川　健　介

セミファイナル（準決勝） ファイナル（決勝）

１
ヒ
ー
ト

Red １ ヒート － １ 位
２
ヒ
ー
ト

Red １ ヒート － ２ 位
フ
ァ
イ
ナ
ル

Red １ ヒート － １ 位
Blue ２ ヒート － ２ 位 Blue ２ ヒート － １ 位 Blue １ ヒート － ２ 位
Green ３ ヒート － １ 位 Green ３ ヒート － ２ 位 Green ２ ヒート － １ 位
White ４ ヒート － ２ 位 White ４ ヒート － １ 位 White ２ ヒート － ２ 位

　Ｄ．女子ショートボード　（オープンクラス）
ファイナル（決勝）

フ
ァ
イ
ナ
ル

Red 八　尋　彩　子
Blue 田　邑　七　海
Green 中　島　　　藍
White 石　田　千　晴
Yellow －

　Ｅ．女子ショートボード　（ビギナークラス）
ファイナル（決勝）

フ
ァ
イ
ナ
ル

Red 岡　村　未　来
Blue 栗　須　久美子
Green 北　田　真生子
White －
Yellow －

　Ｃ．男子ショートボード　（ビギナークラス）
セミファイナル（準決勝） ファイナル（決勝）

１
ヒ
ー
ト

Red 山　中　　　陸
２
ヒ
ー
ト

Red 甲　斐　穂　澄
フ
ァ
イ
ナ
ル

Red １ ヒート － １ 位
Blue 古　城　大　智 Blue 野　嶋　速　登 Blue １ ヒート － ２ 位
Green 山　下　興次郎 Green 瀬　津　良　太 Green ２ ヒート － １ 位
White 梅　本　利　樹 White 吉　田　直　樹 White ２ ヒート － ２ 位
Yellow 石　河　雅　章 Yellow 梅　本　一　樹
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　Ｈ．女子ロングボード　（オープンクラス）
セミファイナル（準決勝） ファイナル（決勝）

１
ヒ
ー
ト

Red 北　野　あ　い
２
ヒ
ー
ト

Red 北　田　真生子
フ
ァ
イ
ナ
ル

Red １ ヒート － １ 位
Blue 清　原　ひろみ Blue 向　竹　加　奈 Blue １ ヒート － ２ 位
Green 上　甲　　　愛 Green 杉　原　育　子 Green ２ ヒート － １ 位
White 西　川　あおい White 仲　西　華奈子 White ２ ヒート － ２ 位

　Ｇ．男子ロングボード　（ビギナークラス）
ラウンド1

１
ヒ
ー
ト

Red 三　木　剛　彦
２
ヒ
ー
ト

Red 工　藤　英　彦
３
ヒ
ー
ト

Red 粟　森　秀　雄
４
ヒ
ー
ト

Red 古　城　海　暉
Blue 川　崎　康　宏 Blue 福　岡　真　史 Blue 山　口　経　秀 Blue 清　水　誠　悟
Green 垣　内　和　明 Green 阪　口　克　美 Green 駒　阪　健二郎 Green 門　　　利　幸
White 西　村　文　成 White 宮　口　勝　久 White 岩　西　　　昭 White 阪口　ダニエル
Yellow 桐　田　大　助 Yellow 鍵　岡　哲　明 Yellow 浦　野　宜　郎 Yellow 伊　藤　英　夫

セミファイナル（準決勝） ファイナル（決勝）

１
ヒ
ー
ト

Red １ ヒート － ２ 位
２
ヒ
ー
ト

Red １ ヒート － ２ 位
フ
ァ
イ
ナ
ル

Red １ ヒート － １ 位
Blue ２ ヒート － １ 位 Blue ２ ヒート － １ 位 Blue １ ヒート － ２ 位
Green ３ ヒート － ２ 位 Green ３ ヒート － ２ 位 Green ２ ヒート － １ 位
White ４ ヒート － １ 位 White ４ ヒート － １ 位 White ２ ヒート － ２ 位

　Ｆ．男子ロングボード　（オープンクラス）
ラウンド1

１
ヒ
ー
ト

Red 野　嶌　洋　平
２
ヒ
ー
ト

Red 増　田　洋　士
３
ヒ
ー
ト

Red 田　中　勇　樹
４
ヒ
ー
ト

Red 嶋　　　俊　範
Blue 西　浦　聖　文 Blue 磯　　　明　男 Blue 齋　藤　剛　司 Blue 濱　野　貴　至
Green 坂　東　隆　人 Green 上　辻　貴　教 Green 橋　本　　　章 Green 千　旦　敏　隆
White 赤　松　俊　和 White 山　本　博　司 White 寺　島　　　渉 White 久木山　拓　郎

ラウンド2

１
ヒ
ー
ト

Red １ ヒート － １ 位
２
ヒ
ー
ト

Red １ ヒート － ２ 位
３
ヒ
ー
ト

Red ２ ヒート － １ 位
４
ヒ
ー
ト

Red ２ ヒート － ２ 位
Blue ３ ヒート － ２ 位 Blue ３ ヒート － １ 位 Blue ４ ヒート － ２ 位 Blue ４ ヒート － １ 位
Green ５ ヒート － １ 位 Green ５ ヒート － ２ 位 Green ６ ヒート － １ 位 Green ６ ヒート － ２ 位
White ７ ヒート － ２ 位 White ７ ヒート － １ 位 White ８ ヒート － ２ 位 White ８ ヒート － １ 位

セミファイナル（準決勝） ファイナル（決勝）

１
ヒ
ー
ト

Red １ ヒート － １ 位
２
ヒ
ー
ト

Red １ ヒート － ２ 位
フ
ァ
イ
ナ
ル

Red １ ヒート － １ 位
Blue ２ ヒート － ２ 位 Blue ２ ヒート － １ 位 Blue １ ヒート － ２ 位
Green ３ ヒート － １ 位 Green ３ ヒート － ２ 位 Green ２ ヒート － １ 位
White ４ ヒート － ２ 位 White ４ ヒート － １ 位 White ２ ヒート － ２ 位

５
ヒ
ー
ト

Red 村　松　　　健
６
ヒ
ー
ト

Red 粉　川　雅　亘
７
ヒ
ー
ト

Red 向　平　真　実
８
ヒ
ー
ト

Red 篠　原　正　規
Blue 薮　　　裕　太 Blue 林　　　芳　生 Blue 山　本　龍　一 Blue 藤　澤　　　豊
Green 小　井　清　敬 Green 中　江　文　周 Green 福　本　昇　一 Green 藤　本　俊　平
White 玉　井　浩　明 White 松　本　佳　久 White 西　本　直　樹 White 久木山　洋　平
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会  場  図

南海・磯ノ浦駅

防波堤道路 防波堤道路

南海・加太線

至 市内・大阪

音響
テント

大会本部
テント

Aポイント
ジャッジ

2F Cafe「グリュック」
1F 監視棟浜茶屋 磯子亭 シャワー棟

磯の浦
観光会館

Bポイント
ジャッジ

ビーチクリーン
テント

海

来賓
テント

出
入
口

出
入
口

公衆トイレ公衆トイレ

中央入口東側入口

ゼッケン
テント

舞　台

ようこそ
ISOCOへ
（イソコ）
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競技の見かた

■ 大会は、トーナメント方式で行います。

■ サーフィンは、体操やフィギアスケートと同様に演技を競い合う競技です。

■ 競技は、短いサーフボード（ショートボード）を使う種目と、長いサーフボード（ロングボード（９feet以上））

を使う種目の２種類に分かれます。

■ 一つの試合（ヒート）時間は１０分～１５分間で、４名～５名の選手が同時に入水し、演技を行います。

■ 一つの試合（ヒート）中に、各選手は最大８本の波に乗ることができ、そのうちの高得点２本の合計が

その選手の得点となります。

■ 合計得点が高い順に順位が決まり、上位２名が次の試合（ラウンド）にコマを進めます。

■ 競技の開始と終了の合図は、フォーンとフラッグで行います。

■ 競技開始から終了までは、フラッグの色で競技の進行状況をお知らせします。

開始～競技中（緑色）／終了３分前（黄色）／終了（赤色）

■ 競技は、４名～５名の審判員（ジャッジ）が採点します。

■ 採点は、波の大きさや形に加え、波の形に適した技や上下左右の動き、スピード、角度、大きな動き

などが審査されます。

■ 試合結果は大会本部のＭＣ（司会者）から発表され、選手及び観戦者も大会の流れを把握できます。

エアリアル カットバック リッピング チューブライディング

出場選手の注意点

■ 選手は、開会式までにエントリー（出場）確認を大会本部で行ってください。〔AM６：００～AM６：３０〕

■ 開会式の際、審判委員長からルール、スタートの位置、試合時間、試合中に乗れる波の最大本数等の

説明があります。

■ 選手は決められた色（赤、青、緑、白、黄）のゼッケンを着用し海に入ります。

■ 自分の順番が近づくとゼッケンを受け取り、試合会場前で待機してください。

■ 競技スタートは、岸から行う「ビーチスタート」と、事前に海に入って行う「ウォータースタート」があります。

■ 競技は、大会エリアの範囲内で行ってください。

■ 終了の合図があった後に、波に乗ると失格となります。腹ばいで岸に戻りましょう。

■ 一般的に、波が最初に崩れだす場所（ピーク）の一番近くにいる選手が、波に乗る優先権があります。

■ 一つの波で同一方向に２人の選手が乗ることはできません。

■ 審判から妨害をとられた場合、乗った波のうち、高得点の２本目が半分に減点されます。

■ 勝ち上がった選手は、次のヒートに出場するため、競技を行う場所や時間、ゼッケンを確認しておき

順番がくればそのヒートに出場してください。

競 技 の 見 か た

出 場 選 手 の 注 意 点



第７０回国民体育大会
デモンストレーションスポーツ　サーフィン
紀の国わかやま国体・紀の国わかやま大会和歌山市実行委員会


